
良
斉
は
広
島
在
陣
中
に
病
を
え
た
老
中
水
野
出
羽
守
忠
誠
に
つ
き
そ

っ
て
大
坂
に
か
え
り
、
つ
い
で
大
坂
か
ら
病
兵
を
ひ
き
つ
れ
て
帰
府

こ
の
御
用
留
に
は
、
以
上
の
べ
た
歩
兵
組
の
出
動
に
あ
た
っ
て
同

行
す
る
附
添
勤
務
医
師
の
記
事
の
ほ
か
に
、
医
師
の
手
当
や
薬
料
の

こ
と
、
蓄
髪
の
こ
と
、
服
装
の
こ
と
な
ど
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

し
た
。

第
八
四
回
横
浜
総
会
に
於
け
る
抄
録
発
表
の
永
い
歴
史
を
有
す
る

横
浜
山
手
病
院
は
、
三
年
前
解
体
さ
れ
既
に
跡
片
も
な
い
。
八
代
目

院
長
の
マ
ン
ロ
ー
は
軽
井
沢
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
院
長
を
経
て
、
医
学
の

他
に
考
古
学
・
人
類
学
上
不
朽
の
業
績
を
残
し
、
終
焉
地
と
な
る
北

二
・
フ
ダ
ニ

海
道
沙
流
郡
平
取
村
二
風
谷
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
ヘ
、
故
国
の
ロ
ン
ド
ン

大
学
セ
リ
ー
グ
マ
ン
人
類
学
教
授
の
推
挙
で
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研

究
奨
励
金
を
得
て
昭
和
五
年
秋
任
く
の
だ
が
、
人
類
学
研
究
よ
り
も

ア
イ
ヌ
民
族
が
様
々
の
疾
病
に
苦
し
み
、
特
に
和
人
よ
り
感
染
し
た

結
核
は
猛
威
を
振
い
、
当
時
三
五
戸
の
コ
タ
ン
か
ら
年
間
二
七
個
の

結
核
死
に
よ
る
大
人
の
枢
を
出
し
た
。
小
児
の
死
亡
数
も
入
れ
る
と

約
三
倍
に
な
る
事
に
驚
き
、
結
核
撲
滅
を
主
に
医
療
に
献
身
す
る
。

後
石
器
時
代
か
ら
縄
文
期
に
か
け
て
全
日
本
列
島
に
居
住
し
た
ア

イ
ヌ
民
族
が
、
蝦
夷
征
伐
の
名
の
下
に
次
第
に
北
へ
と
追
い
つ
め
ら

ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ

れ
、
最
後
の
砦
と
な
っ
た
蝦
夷
地
す
ら
も
和
人
の
入
植
で
次
第
に
侵

医
師
マ
ン
ロ
ー
の
業
績

桑
原
千
代
子
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さ
れ
、
更
に
明
治
政
府
に
よ
る
旧
土
人
保
護
法
は
狩
猟
民
族
か
ら
農

耕
民
族
へ
と
生
活
の
激
変
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
生
活
形
態
の
激
変

は
一
民
族
の
滅
亡
に
繋
り
か
ね
な
い
。
マ
ン
ロ
ー
の
憤
激
は
彼
を
し

て
最
晩
年
の
二
一
年
間
を
、
こ
の
神
へ
の
戻
し
い
祈
り
と
勇
壮
な
生

活
史
か
ら
一
転
、
今
貧
惨
の
極
に
あ
る
人
々
の
医
療
に
献
身
す
る
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
さ
せ
た
。

借
住
い
時
の
火
災
で
永
年
研
究
の
膨
大
な
成
果
や
蔵
書
・
家
財
の

一
切
を
失
い
、
狭
心
症
の
発
作
に
襲
れ
生
涯
の
持
病
と
な
り
苦
し

む
。
故
国
と
日
本
亜
細
亜
協
会
の
学
者
達
や
、
軽
井
沢
等
旧
縁
の
人

人
の
激
励
援
助
に
よ
り
再
起
。
様
々
な
理
由
で
遅
れ
て
い
た
マ
ン
ロ

ー
館
も
昭
和
八
年
四
月
二
五
日
完
成
（
戦
後
転
々
と
売
ら
れ
競
売
よ
り

英
大
使
館
員
が
私
費
で
買
戻
し
北
大
へ
寄
贈
・
研
究
施
設
と
し
て
保
存
・
顕

彰
碑
建
立
）
Ｘ
線
使
用
の
為
全
館
配
線
済
み
で
、
全
コ
タ
ン
エ
事
費

の
半
額
負
担
を
マ
ン
ロ
ー
が
申
出
て
も
、
村
当
局
の
財
政
難
で
終
戦

後
迄
実
現
せ
ず
役
立
た
ず
終
る
。
だ
が
当
時
は
北
大
・
旭
川
鉄
道
・

同
衛
戌
病
院
等
以
外
一
般
の
開
業
医
は
Ｘ
線
の
設
備
は
有
し
な
か
っ

た
。

診
療
は
一
切
無
料
で
貧
窮
に
喘
ぐ
患
家
へ
は
秘
か
に
米
・
卵
類
を

届
け
さ
せ
子
供
達
に
は
チ
ヨ
夫
人
手
造
り
の
菓
子
が
配
ら
れ
た
。
広

大
な
庭
園
に
は
果
樹
栽
培
で
コ
タ
ン
の
生
活
を
建
直
そ
う
と
、
実
験

的
に
梨
・
林
檎
・
葡
萄
・
毎
．
グ
ズ
ベ
リ
ー
・
胡
桃
・
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
等
の
苗
を
取
寄
せ
育
て
、
手
入
れ
の
日
当
も
コ
タ
ン
の
人
々
の
生

活
を
扶
け
、
収
穫
も
一
年
分
の
自
家
製
ジ
ャ
ム
作
り
だ
け
で
残
り
全

部
コ
タ
ン
中
に
頒
け
ら
れ
た
。
ワ
イ
ン
造
り
か
ら
土
壌
の
研
究
迄
学

び
、
沙
流
川
畔
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
作
り
観
光
客
を
誘
致
し
、
丘

の
上
に
大
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
造
る
夢
を
説
い
た
。

患
家
を
熱
心
に
往
診
し
大
気
・
栄
養
・
安
静
の
三
原
則
で
個
々
の

病
状
に
合
せ
日
課
表
を
作
り
厳
格
な
療
養
指
導
を
し
た
。
ア
イ
ヌ
の

チ
セ
ル
ロ
ン
・
フ
ヤ
ラ

家
は
東
の
神
窓
た
ヌ
一
つ
な
の
で
換
気
と
家
族
内
感
染
に
心
痛
し
最

大
限
の
対
策
を
施
し
た
。
他
の
疾
病
の
治
療
と
夫
人
は
助
産
婦
と
し

て
も
大
活
躍
・
全
コ
タ
ン
の
夫
妻
へ
の
信
望
は
絶
大
で
、
未
だ
に

ニ
シ
パ

尊
者
マ
ン
ロ
ー
と
敬
慕
は
篤
い
。

然
し
昭
和
二
年
頃
か
ら
マ
ン
ロ
ー
の
医
師
資
格
を
問
う
奇
妙
な

噂
が
村
内
の
開
業
医
達
か
ら
広
ま
っ
た
。
道
庁
長
官
の
許
可
な
く
診

療
活
動
を
続
け
る
の
は
法
律
違
反
だ
と
言
う
。
昭
和
八
年
二
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
内
務
省
令
に
よ
る
『
診
療
所
取
締
規
則
』
の
開
業
届

が
出
て
い
な
い
事
を
批
判
さ
れ
た
の
だ
。
既
に
研
究
費
送
金
も
終
り

経
済
的
不
如
意
の
マ
ン
ロ
ー
夫
妻
を
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
た
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道
庁
役
人
の
谷
万
吉
氏
の
奔
走
で
、
正
式
に
開
業
届
を
提
出
し
静

一
一
イ
カ
ッ
プ

内
・
沙
流
・
新
冠
の
医
師
会
加
入
も
し
、
翌
昭
和
一
二
年
一
月
二
五

日
『
マ
ン
ロ
ー
診
療
所
』
は
正
式
に
道
庁
衛
生
課
の
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
。
（
谷
氏
は
後
日
道
庁
資
料
室
へ
こ
の
時
の
道
庁
諮
問
へ
の
回
答
言
下

書
と
、
三
六
通
の
貴
重
な
マ
ン
ロ
ー
書
簡
を
寄
贈
さ
れ
た
）
長
文
ゆ
え
重

要
点
に
絞
り
紹
介
し
た
い
。

Ａ
、
一
八
八
八
年
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
医
学
部
卒
・
医
学
士
・
外
科
修

士
・
二
○
年
後
母
校
の
試
験
に
合
格
医
学
博
士
１
Ｍ
・
Ｄ

Ｂ
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
き
人
類
学
的
研
究
を
始
め
た
動
機
と
二
風

谷
を
選
ん
だ
理
由
、
前
途
へ
の
見
通
し

Ｃ
、
横
浜
・
軽
井
沢
で
も
病
院
長
だ
っ
た
し
規
則
改
正
を
知
ら
な

か
っ
た
。
無
医
村
の
二
風
谷
で
貧
し
い
人
々
を
助
け
る
為
の
無
料
診

療
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
研
究
費
送
金
も
終
り
軽
井
沢
夏
季
診
療
報

酬
と
財
産
を
売
っ
て
そ
れ
ら
の
支
出
に
当
て
て
い
る
。

Ｄ
、
私
が
み
た
病
気
の
全
て
の
種
類
を
述
べ
る
と
、
結
核
は
殆
ど

凡
ゆ
る
病
型
が
見
ら
れ
、
虫
垂
炎
は
少
く
胃
腸
病
患
者
の
全
て
が
世

界
中
共
通
の
様
に
回
虫
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
ト
ラ
コ
ー
マ
・
膿

痂
疹
・
癖
癬
・
気
管
支
炎
・
ロ
イ
マ
チ
ス
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
貧

血
は
か
な
り
多
く
梅
毒
は
感
染
後
か
な
り
古
い
。
精
神
病
・
ノ
イ
ロ

－
ゼ
・
ア
イ
ヌ
女
子
特
有
の
『
イ
ム
』
（
感
応
性
神
経
症
）
を
挙
げ
、

賢
い
イ
ム
と
し
て
楽
し
む
風
も
挙
ぐ
。

か
く
て
マ
ン
ロ
ー
は
手
術
期
を
逸
し
た
癌
を
抱
え
毎
夏
の
軽
井
沢

出
張
診
療
報
酬
だ
け
で
経
済
を
支
え
厳
し
い
官
憲
の
ス
パ
イ
視
に
痛

め
つ
け
ら
れ
乍
ら
最
後
迄
無
料
診
療
を
続
け
、
春
迄
の
食
料
の
他
一

銭
も
な
い
極
貧
の
中
で
生
涯
を
終
っ
た
。
一
九
六
三
年
発
表
の
横
浜

山
手
病
院
功
労
者
名
簿
に
追
加
掲
載
さ
れ
た
。
終
り
に
マ
ン
ロ
ー
館

庭
前
の
顕
彰
碑
文
を
掲
ぐ
。

冒
冨
①
日
Ｏ
ｑ
ａ
Ｃ
儲
Ｚ
．
⑦
．
冨
冒
貝
○
届
９
１
己
慮

弔
ご
ロ
①
閏
旨
シ
ロ
号
目
己
○
さ
四
。
堅
の
冨
巳
＄
旨
昏
騎
○
○
冒
詳
‐

ご
醇
巨
忌
日
ａ
《
も
吊
三
輿
９
房
曽
己
卸
軋
》
四
口
・
《
《
シ
胃
ｚ
ご
○
昂
①
ロ

四
目
ｇ
ｏ
巨
岸
〕
》

（
駐
日
英
大
使
館
文
化
部
「
日
本
マ
ン
ロ
ー
博
士
研
究
会
」
代
表
）
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